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「ものをかく」ということは、どういった筆記具を使うにしろ、それはあらゆる側面を持っている。

　単に文章を書くことにとどまらず、読み手と書き手、そして読んでいない人も含めてうまれる核融合が「ものをかく」ということの醍醐味だと思っている。

　

　

　◆まじめに語る人＝私　（権谷達哉）

　◆ハイスクールラヴ　（権谷達哉）

　

　◆生きることの難しさ、死ぬことの美しさ　（乙脇康彦）


まじめに語る人＝私　（権谷達哉）

　

　

　

　この壊れた世界を描く地図は、誰かの欲望で満たされて描かれているよ。

　それに気付いて激しい怒りを覚えていても、こぶしを握ることはしない。

　きれいごとの平和主義で、守れる世界なんかなくても、君だけは守りたい。

　そう、キミのそばで過ごせるこの一瞬がいつまでも続いてくれるならば。

　そう、明日の風向きなど気にしないで生きていられる、ねえそうだろ？

　ねえ、強く抱きしめさせて。時の流れを忘れてしまうくらいに、強く永く。

　愛とか恋とか語り合ってた季節が懐かしいね。それが青春の全てだったよね。

　それが当たり前になった今でも、お互いに大切にしている気持ちがあるよね。

　それを言葉にしない、できないところが、僕たちのいいところなんだ。きっと。

　大切なことはいつだって言葉にできないよね。しちゃいけないんだと思うんだ。

　それでも守るべきもののために、あらゆる手段を考えて文書に頼ることがある。

　何気なくうたを綴り始めて、随分時間が経ったよ。大した成長もないままに。

　心のままに描き続けて、まるで理想の人や社会を主張しているようだよ。

　ペンより強い武器はないって誰かが言ったそうだけど、僕はそうは思わない。

　本当に大切なもの、この世で最も強いものは、全ての人の心の中にあるものなんだ。

　それが何かって誰かに聞いてるそんな君は、既にそれを実践しているんだ。

　無知と純粋の境界線を演じて何も知らないフリをする。最もフェアで卑怯なやり方さ。

　そうして構築された社会という繋がりの中で、僕らは日常の営みをおこなっている。

　幸不幸なんて所詮は誰かの物差しさ。それだって今はデジタルだから鋭敏すぎて恐ろしいね。

　背中にバーコードを埋められて生きるような世界が訪れても道を踏み外すことはあるだろう。

　科学の進化は、人間の退化で、人間の退化は、自然の回帰、なんだかんだでバランスが取れてる。

　生きてることってなんだろう。生かされてるってどういうこと。皆死ぬことが怖いの？

　女子高校生のリストカットはファッションなんだって。それだけ人生と向き合ってるっていう証なんだって。

　こんな軽薄な社会に誰がしたのかな。政治？教育？自治体？まあ、どうでもいいけど、このままじゃ終わっ

　るよね。

　こんな小さな人間だからできることなんて、限られてる。だからその限られてる中で目一杯やらないと。

　外国人と仕事を始めました。音楽の仕事です。あらゆる文化で、一番心の平穏を導くのは音楽ではないかと

　っています。

　スコアを叩き出す商業音楽とは無縁でいたいですね。自然に入ってくるお金は有難く頂戴したいですが。

　僕なりに、人生論のようなものを語ってみました。この続きは四十代になってから。


ハイスクールラヴ　（権谷達哉）

　

　

　

　

　二〇一二年六月上旬。ここしばらく暖かい日々が続いている。この快適な温度が、しばし失恋の痛手を緩和してくれている。彼女から届いた決別の携帯メールを読みながら、「彼女にとって自分はそんなにダメな男だったのか。」と、過ぎし交歓の日々を振り返る。

　携帯電話の無料通話なんてものがあるおかげで、必要以上にお互いを拘束しあったことは否定できない。叶うなら永遠にでも話していたかった。僕たちはまだ十七で、性愛に対する関心を抱きながらも、そのヴァージニティーを大切に守ろうとすることが、プライドであり、未来の勲章になることを、彼女は信じていた。そんな彼女のことを、誇りに思っていた。それ故に、時折握った手の温度に、ある種の永遠みたいなものを感じていた。

　純愛なんて言葉を語れるほど僕は哲学を持ってやしない。ただ導かれるように惹かれ合い、流れのままに心寄せ合い、そうして互いに温め合った思いを、時折ありふれた言葉で確かめ合う、それ以上のことは求めないし、必要でもない。すごく形式めいてる、と思われるかもしれない。僕たちには、僕たちにしかわからない。ふたりだけの世界や宇宙みたいなものが確かに存在していた。図書館で、歴史小説を読んでいる僕の横で、彼女はヨーロッパのファンタジー小説の名フレーズをノートに書き取っている、といった具合に。

　それでも高校生の僕たちには、完全にふたりきりになれる場所なんて、どこにもなかったことが、とても寂しいことであった。社会や地域の中で、際立った交歓はできないものである。僕たちが暮らすローカルタウンでは、尚更のことだった。そういう僕の認識が、おそらく彼女を、非常に退屈にさせていたのではないかと思っている。クラスのテストや部活動、受験勉強、僕たちはスクールデイズの中で、いろんな重圧を抱えていた。そんな中で、彼女は確実に何かを僕に求めていたし、そのサインを発していた。僕は、それに応えようとしていた。だが、明確な言語による求めがない限り、僕にはアクションを起こす勇気を持ち得なかった。
　彼女が求めていたことは、たった一つ。そう、僕に壊れるほど強く抱きしめて欲しかった、ただそれだけのことだったのだ。男って奴は、なかなか不器用なもので、愛されていることを自覚していても、それを表面でスルーすることばかり考えてしまう。クールな男を気取って。そこを誤解されて、不能だとか、思われることも多々ある訳だが。

　そんな日々の中から、少しずつ離れていく距離を感じながら、僕たちは最後の高校総体を迎えた。お互い、別々の競技で県の上位に進んだが、全国には辿り着けなかった。僕たちが交際を始めたのが、昨年の十二月。ちょうど今日で半年だ。彼女なりに思うところがあったのだろう。これから迎える大学受験。少なくとも彼女にとっては、異性との交遊より、こちらの方が大事だったのだろう。しかし、僕に言わせれば、こういうものはどちらを優先するとか、そういうことじゃないだろう。一緒に頑張って乗り切ろうってのが、本当の恋人同士なんじゃないかな。たかだか交際半年のカップルが、そこまで覚悟を決めるってのは、やはり難しいのかな。それともやっぱり、僕がつまらない男だったのかな。

　まだ、恋なんて語れないよ。保健体育の先生、コンドームの使い方なんてどうでもいいから、恋人を心から抱きしめる覚悟を教えてくれよ。ここを卒業する前にさ。


生きることの難しさ、死ぬことの美しさ　（乙脇康彦）

　

　

　美とともに生きた者だけが、美しく死ぬことが出来る。　――― 岡倉天心『茶の本』

　

　

　

　　　醜い写真

　

　

　

　ここには一葉の写真があった

　白いピンで留められていた写真

　どんな写真だったか

　思い出せないままでいる

　

　なるほどそれは、ポートレイトだったかもしれない

　あるいはそれは、風景画だったかもしれない

　してまたそれは、階段室を照らすひとつの電球

　かつてのそれは、ＴＶに映った年老いたアイドル

　

　そんな事を思ううち

　写真は醜いものであったように思えてきた

　モノクロームで

　抽象的で

　光と陰の区別もつかない

　一葉の醜い写真

　

「来るべき言葉の為に」ある「複製技術時代の芸術作品」

　

　大切なもの

　かけがえのないもの

　たったひとつの尊いもの

　の、ようなもの

　

　美化されたあげく

　形を失った

　魂を失った

　情熱を失った

　そして、風化された

　

　

　ここには一葉の写真があった

　白いピンで留められていた写真

　どんな写真だったか

　思い出せないままでいる

　

　

　

　

　　　打チ解ケラレナイ

　

　

　

　遠クノ、多クノ人ヲ喜バスバカリデ

　近クノ、アナタト打チ解ケラレナイ

　ワタシハ

　幸セニナレナイ

　……

　

　

　

　

　　　永遠の雨

　

　

　

　地球の自転が止まれば

（それはじゅうぶんにありうることだ）

　開けない夜もやって来る

　暮れない昼もやって来る

　 

　やって来るであろう

　永遠の闇

　永遠の星

　永遠の雨

　そんな世界に住んでみたいという思いは

　この雨と共につのる 

　 

　アル者は箱舟を作り

　水上にたゆたい

　目下の愚民らを眺める

　アル者は英気を取り戻し

　ものを書き

　自殺する

　  

　多情の雨

　無言の闇

　 

　それが永遠に

　そう、永遠に続く限り

　僕は詩を書き続けられるだろう

　

　

　

　

　　　じし

　

　

　

　音楽を聴くのは好きだけど

　夜の砂漠のような静寂はもっと好きだ

　生きた心地がする

　旅人の歓び

　砂の泣き声

　駱駝の恋愛

　サボテンの憂鬱

　みんな自由の形を自由に作りながら自由に踊る

　

　　　　　　　　　　　じし

　　　　　　じし

　

　さざ波の音が大きくなるにつれて

　狂気との距離は小さくなる

　

　　　　じし

　　　　　　じし

　

　静かすぎて

　眠れやしない

　

　

　

　

　　　屁

　

　

　

　独りで階段のぼったならば

　いいわけがましく屁をこいた

　ぶっぶぶぶぅぶ　ぶぶうぶぶぅ

　存在よろしく屁をこいた

　

　こく度わかるおのれのこころ

　言うに及ばぬいい臭い

　ぶっぶぶぶぅぶ　ぶぶうぶぶぅ

　寂寞として屁をこいた

　

　　　　　ぶぅぶぶぶうぶ　　　ぶうぶっぶ

　　　　　ぶぶぅぶぶぅぶ　　　ぶぅぶぶぶぅぶ

　

　明日も変わらず屁をこくだろう

　

　おのれの分子を世に広めんと

　おのれの思想を世に広めんと

　

　

　

　

　　　乾いた骨

　

　

　

　生きた証を残そうとして

　はてな

　思い浮かぶものがない

　

　あのときのみそ汁

　あのときの狩野探幽

　あのときの風のウィスパー

　あのときの一人ぽっちなモスキート

　

　どれも、あのとき失われたもの

　想いを込めて、桜の木の下に埋めたもの

　掘り返してみても

　そこにはただ、乾いた骨が眠るだけ

　

　ああ、そうか

　そうだったんだな

　
さよならも言わずに別れた

　乾いた骨と化したあのときの心の傷跡

　

　　　　　生きた証は過去にはなくて

　　　　　思い出せない未来の所物

　　　　　今を生きたら忘れてしまう

　　　　　思い出せない未来の所物

　

　時間を旅したなら

　そろそろ言うべき時が来た

　さよなら、輝かしい未来、とやら


著者紹介

　

　権谷達哉　（ごんたに・たつや）＝ 詩・小説

　 兵庫県尼崎市生まれ。石川県七尾市在住。二〇〇七年より執筆活動を始める。

　 ワールドミュージックシーンの興隆を通して、世界の安定を図る事業を経営。

　
乙脇康彦　（おとわき・やすひこ）＝ 詩・写真・ブックデザイン

　石川県珠洲市生まれ。東京都在住。

　二〇〇四年年より写真活動を、二〇一一年より詩作をはじめる。

　写真ブログ「渚のハイソックス」

　http://nagisa228.cocolog-nifty.com/blog/


編集後記

　

　自分の中で大切に培ってきた国際感覚を発揮すべく、音楽を通して世界を繋ぐサイトを立ち上げました。世界中のインディーズシーンを活性化させる目的のこのサイトに、想像もつかない国からの参加者がいたり、実に刺激的な空間になりました。欧米のアーチストとのコラボレーションが決まり、私は作詞をすることになりました。適度なプレッシャーをプライドに変えて頑張っています。今後の文筆活動にもその成果が現れることを確信しています。サイトは、Facebookの会員なら誰でも参加できます。（権谷）

　

　最近「いのち」というものがあまりにも大袈裟に受け止められているような気がしている。もちろん、大切なもので大事にしなければならないのだが、本当に「美しい」ものなのだろうかと思う。誤解を恐れずに言うなら、あまりにも美化されすぎてはいないか、と。そう思って作った詩が最初の一編である。いのちとは案外醜いものなのかもしれない。少なくともそういう一面を持っており、そこから目をそらしてはいけないのだと思いながら。（乙脇）
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